
国
畑
区
つ

写
度
目
固
定
賢
筆

一戸、

玉
三
一-石

田
=、

抗
生
、
百
一
四
、

る

立

コ

凡

一

丸
本

一
、
荒
に
引
下
げ
る
こ
と
一
木
宜
、
実
白
と
お

b
賞
揚
処
分

閥

、

E
C
四
石

に
な
ち
ま
し
た
.

一
を
す
る
こ
と

に
決
意

一

以
ヒ
値
観
轟
に
町
鼠
曾
申
結

家
屋
に
劃
す
る
国
定
賢
建

用

材

プ

ナ
外
六
入
入
車
一を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
a

-
反
白
げ
ん
免

-

一
、
九
七
ニ
石

一

災
害
に
止
る
被
害
家
屋

に
つ

ω
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

い
T
位、

今
年
目
九
月
以
後
由

巳

i
L
:i
i

に
係
る
混
網
に
つ
い
て
・

p
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ー

:
v

:
日

に
よ
今
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各
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計

生
活
に
明
日
か
ら

響
く
こ
の

票
F

・

私
た
ち
は
、
日
ご
ろ
民
主
政
治
主
唱
え
.
選
怒
と
い
え
ば

『豆

L
〈
.
関
る
い
」
涼
寧
が
行
わ
れ
る
事
が
叫
ば
れ
る
.
そ

れ
で
い

て
な
か
な
か
所
期
目
白
的
が
謹
成
で
き
な
レ
.
闘
っ
た

も
自
で
す
。
正
し
〈
闘
る
い
霊
場
と
比
率
反
者
生
出
さ
な
け
れ

ば
い
い
だ
け
で
比
な
い
.
そ
ん
な
こ
と
位
嘗
然
白
こ
と
で
、
そ

れ
主

b
立
振
な
政
策
を
私
た
ち
目
立

a
Eな
b
鼠
意
宜

V
っ
て

賀
行
す
る
人
定
温
よ
四
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
怯
い
な
い
と
い
う

か
も
し
れ
な
い
.
し
か
し
な
い
わ
け
が
な
い
.
私
た
も

E
H勺

一
票
が
そ
う
い
う
人
主

つ
〈
る
自
で
あ
る
.

民
主
政
治
が
崩
れ
る
と
、
鋸
裁
政
治
目
危
険
か
生
巳
て
〈
る

だ
か
ら
民
主
政
治
拡
あ
く
ま
で
守
ら
た
け
車
ば
な
ら
な
い
が

守
る
の
は
誰
か
と
い
え
ば
、

府相
た
高
血
路
面
匡
に
か
廿
ゐ
れ
て

る
の
で
あ
る
.

'

政
紘
ゃ
、
犠
曾
政
治
に
失
望
し
、
野
倒
閣
す
る
だ
け
で
は
す
占

き
れ
な
い
。
私
た
ち
は
短
気
を
お
こ
さ
ず
礎
楕
的
に
.
し
か
a

あ
く
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
民
主
政
治
を
た
て
て
申
か
な
け
れ
ば
な
p

な
い
の
で
あ
る
。

一
昨
昨
年
来
嵐
民
運
動
と
し
て
金
制
倒
的
に
医
院
さ

ι
て
い

る
抽

摩
回
公
閉
化
運
動
・』そ
わ
が
悶
か
健
由
民
主
政
治
を
撞
成
す

た
め
の
基
盤
と
な
ろ
う
と
す
る
‘
田
君
あ
る
.
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『一す
い
か
ら
・
つ
と
め
て
果
物
や
一た
実
物
士

E
町
く
ら
い
と
れ
ば

一器
禁
牢
充
分
と
る
よ
う
に
す
る
しよ
い
か
。
間
同
事
三
色
白
組
合
せ

一信
一
人
も
合
成
樹
も
つ

b
合
い
四
一方
や
そ
の
調
理
法
侍
に
つ
い
て

一
と
れ
た
径
耳置
に
荒
舟
生
お
く
・」
一賓
地
に
却
し
た
指
誕
生
す
る
た

一
と
が
犬
切
で
.
要
蚤
三
色
白
抱
一拍
.
保
油田
所
に
専
門
白
築
峯
指

一
合
せ
を
考
え
て
献
立
す
る
こ
と
-事
員
主
配
置
し
て
、
無
軒
で
築

一世
忘
れ

凪
よ
う
に。

一惑
や
食
生
活
の
棺
談
に
纏
じ‘

什

た

同

一

私

た

ち

の

強
齢
世
間
開
セ
目
一ま
た
‘

所
内
て
町
や
村

E

一
々
の
活
動
伊
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
善

b
け
て・

講
習
曾
等
生
同
開
い
て

一う
た
め
.
ま
た
小
見
由
緒
全
た
一指南
憎
し
て
レ
る
自
で
.
一
人
で

…

一
昨

芸

Z
Z
2つに
一め
つ
つ
克
守
警

護

軍

し

一目
差

-

草
地
申
更
生
利
用
一
成
長
の
た
的
あ
る

い
は
病
人
宇一
よ
く
こ
四
施
設
を
利
用
さ
れ

ケ

他
界
さ
れ
た
・
故
今
村
麗
曹
司
郎
一更
に
移
民
空
招
来
し
て
関
誌
に
一生
指
暗
唱
し
て
地
方
開
護
士
健
法
一面
一
後
の
回
復
由
た
地
に
・
ど
ん
一る
上
う
お
す
す
め
し
ま
す
@

材

担

建

設

立

川

一カ
ザ
る
と
芝
、
道
路
・
橋
梁
一

日

伝

説

諮

問

問

時
間
一

恥

昨

|
川

副

|
蕗

2
1
1
i

F
V
一
間
一
一
校
時
ド
湾
問
銭
高
崎
一
一
閥
均
日
刊
誌
縦
一域一端
一読
訪
日
Y
純一一刊
一

貯

蓄

で

寅

現

tr
i
e
p
よ
-
4
S
石
材
活
位
、

翁
甲
山闘
機
を
量
一
四
基
本
主
導
か
れ
ま
し
た
・

一

目
信
念
主
堅
持
し
て
、
村
治
田
一

H
本

気

で

物

芭

お
金

の

節

約

を

H

だ
一
倍
し
た
と
ニ
ろ
こ
四
日

E
完
成
一

後
開
拓
也
功
成
句
農
家
経
済
一
潤
滑
な
る
遜
膏
に
賞
献
さ
れ
ま
一

昭
和
二
十
九
年
度
四
わ
が
溺
経
済
自
最
大
田
課
題
は
・

ー抱
一
し
た
田
守
、
去
る
十
二
月
十
八
一定
ま
。
ゃ
、
そ
の
耕
地
申
文
部

τた
.

一

回

世

恒

松

支

白

均

衡

生

如

何
に
し
て
保
っ
か
と
レ
う
こ
と
に

一

品
似
一
日
午
後
三
時
か
ら
・
入
儒
宮
混
一
分
生
小
作
人
に
分
認
し
て
自
作
一

昭
和
十
九
年
二
月
十

一
日

開

一

品
b
ま
す

十

れ

一
内
西
側
四
富
五
箇
所
に
於
て、

一量
生
設
置
し
・
亦
昭
和
六
年
栄
一括
及
び
自
治
功
持
者
と

し

て

・

一

そ

し
て

ニ
の
儲
際
収
支
田
均
衡
と
い

す
こ
と
は
・
現
在

一品
γ
冊目
1

一遺
族
及
び
町
内
有
志
多
散
列
席
一望
を

a
-tて
村
農
曾
喪
に
就
伝
一を
C
善
行
士
表
彰
さ
れ
ま
し
た
一

四
財
此
、
金
磁
・
貿
易
セ
自
他
あ
ら
ゆ
る
経
済
政
捕
の
革

、
可
作
一
自
主
こ
れ
が
除
幕
式
を
と
b
一す
る
で

霊
山
町
器
開
肪

副

長

仲

一

一

本
制
州
諸
…
ー
は
一
日
一
ぶ
取
れ
{
田
均
衡
生
保
た
な
け

一
行
い
ま
し
た
・

一

1
I
l
l
i
-
-
-
I
l
li
-
-
I
l
l
l

一

れ
ば
な
ら
白

い
か
と
い
う
と
・
恰
度
一
家
白
家
計
と
同
じ

量
一
実
匹
、
今
村
議
四
時
盟
主
同
一

-
一

で
、
家
庭
に
お
い
て
も
牧
入
。
範
闘
で
支
出
を
弔
え
な
け

三

文

れ

れ

創

設

計

三

月

一

、

、

い

冬

の

食

生

活

一

袋

詰

匙

器

禁

色

町

訪

日

投

ポ

ーレ
一
袋
勉
儒
温
泉
硝
石
弁
に
生
れ
、
一

.
• 

，

:

'

!
'
ー

!

一

b
ま
す
一

見
可

d

一
郷
墨
田
中
学
校
在
辛
棄
す
る
や一

ι

一

き
て
ラ
グ
オ
芝
相
場
、
自
立
国
語
と
は
E
ん
な
も
白

一4
一定岳負ふてと京・ま岡山凶器同
一

脂

肪

分

を

多

目

に

4

)

れ
臥
H
h
J蜘
γ
じ
歓
克
一

3
2想布団一鴇均一捕

-1
1H
一揮
専
門
掌
伎
に
入
車
・
在
学
中

一

喝

一
で
あ
り
・
二

C-
E
F日
本
思
演
を
自
立
せ
し
め
る
と
い

郎
副
一
偶
々
北
漫
自
由
酎
捕
た
る
杢
盟
関
一、

-

一

、
se

-
-
、

一

号

こ

と
で
あ
ち
ま
す

町
一
博
い
じ
け
吋
肝
十
時
駅
笠
下
立
川
按

配

給

制

“

一計

幼

時

間

臨

時

れ

忠

一

弘

許

可

益

緊

位

K
V
特
味
気
鵠
諸

，M
哨
一
同
時
巨
同
志
と
請
。
宮
地
に
宋
一ラ
ば
わ
れ
る
ニ
と
が
多
い
か
ら
一

こ
と
.

一
し
て
摘
嘗
額
。
資
盈
が
散
布
さ
れ

る
時
期
に
富
る
が
‘
こ

附
一
暗

殺

時

間

品

許

制

法

古

川

崎

川

口

む

以

吋

一
、
一
塁
し
く
タ
割
に
寄
せ
な
一

M
H
U
比

日

間

民

主

u
m
泣
弓
迂
U
E

J

一

脚
一

っ
て
移
民
二
十
盟
国
'
と
き
丈

一害

こ

そ
う
気
士

つ
け
る
こ
と
一
ベ
生
国
ん
だ
ち
・

郷
土
摂
理
由

一

支

由
恵バ
出
生
捕
ま
日

本
経
済
自
自
立
に
は
役
立
た
な
い
し

専

問
一
地
さ
れ
ま
し
た
占
時
交
通
縄
一
主
切
で
す
・

-
一

日

一

月

比

日

記

宮

と

し

一

三

遺

品

計

一

z
m
l一
祉

法

焔

創

設

詐

.vふ

一
品
て
不
便
に
L
で
時
と
し
て
米
一
撃
さ
に
打
ち
勝
っ
た

め

に

は

一

一

こ
補
っ
て
く
れ
る
@
慰
一同
州
巳
預
入
れ
る
ニ
と
が
最
も
安

仁

駒
玄
白
跡
事
す
ら
不
館
と
な
る
こ
一

一
般
に
「
あ
よ
ら
」

d
蛋
白
質
一

一-一
一月
に
‘
な
る
と
・
だ
一

釦
で
鑑
賞
で
し
か
も

T
Z道
官
も
あ
り
ま
す
。

ヲ
5
一
三

再
な
ら
ず
然
も
う
O

そ
う
一
白
書
い
食
物
宇
と
そ
で
つ
に
と

ん
だ
ん
街
鮮
な
野
一
言
不
足
し
一
十
一
月
二
十
日
か
ら
土
一
月
三
十

一
回
ま
で
士
矧
間
と

一法

酔
一
た
る
諜
綜
訟
位
置
ね
い
篠
宮川
田
一頼
回
目
も
あ
た
た
か
い
も
回
が
よ
一宮
?
ン
白
欠
乏
在
来
L
守

一

し

て
語
末
特
別
立
さ
ま
副
主
展
開
し
て
L

る
四
で
.
二
四

詩

~

一

す

る

沼

海

白

地

主

主

苦

言

-
i
互
い
っ
て
も
病
人

7・
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蜜
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選
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問
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き
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